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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２２年３月３１日現在 

事務事業名 耐震補強事業 
所属 

（支所） 

教育部教育総務課 

（倉渕支所地域振興課） 

実施期間 平成 19 年度～全期 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 学校施設 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

 児童・生徒が学校生活を送るために安全・安

心な環境を実現することを目的とする。 

 学校施設は地震等の災害時に避難場所とな

ることからも耐震性の確保は重要であり、耐震

性の低い施設の計画的な改善を図る。 

 新耐震設計基準で施工された施設

以外について耐震診断を実施する。診

断の結果「補強必要」と判定された施

設について耐震補強設計、耐震補強

工事を実施する。 

市立学校（小・中・養護学

校、高校、幼稚園）の耐震

化率 

２１年３月３１日：５６．８％ 

２２年３月３１日：６０．０％ 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

耐震診断 

耐震補強設計 

耐震補強工事 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １ 年 度 事 業 実 績 

合計 487,113 未定

国 140,158 ― 
県 ― ― 

地方債 207,500 ― 
その他 ― ― 
一般 139,455 ― 

  

・耐震診断（９校１７棟） 

北部小２棟、大類小１棟、中居小２棟、乗附小３棟、六郷小２棟、堤ヶ岡小１棟、 

長野郷中２棟、佐野中３棟、片岡中１棟 

・耐震補強設計（８校１６棟） 

西部小１棟、倉賀野小２棟、倉渕中央小２棟、第一中１棟、片岡中２棟、佐野中１棟、

大類中５棟、倉賀野中２棟 

・耐震補強工事（７校１４棟） 

八幡小３棟、岩鼻小３棟、西部小２棟、北部小１棟、第一中３棟、 

箕輪小１棟（２１・２２年度工事）、車郷小１棟（２１・２２年度工事） 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 内 容 

合計 584,144 ― 
国 167,309 ― 
県 ― ― 

地方債 278,600 ― 
その他 ― ― 
一般 138,235 ― 

  

・耐震診断（１３校園２８棟） 

金古南小１棟、宮沢小３棟、片岡小３棟、佐野小３棟、中居小２棟、南八幡小２棟、 

北部小１棟、新高尾小２棟、南小２棟、長野郷中５棟、倉賀野中２棟、片岡中１棟、 

かぶら幼稚園１棟 

・耐震補強設計（６校１１棟） 

六郷小２棟、堤ヶ岡小１棟、中居小２棟、長野郷中２棟、佐野中３棟、片岡中１棟 

・耐震補強工事（９校１６棟） 

西部小１棟、倉渕中央小２棟、第一中１棟、片岡中２棟、佐野中１棟、大類中５棟、 

倉賀野中２棟、箕輪小１棟（工事中）、車郷小１棟（工事中） 

区分 

(千円) 

当初予

算額額 

決算額 

見込額 
２ ３ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ― 
国 ― ― 
県 ― ― 

地方債 ― ― 
その他 ― ― 
一般 ― ― 

  

・耐震診断 

・耐震補強設計 

耐震診断の結果、補強必要と判定された棟について耐震補強設計を実施する。 

・耐震補強工事 

耐震補強設計を実施した棟について補強工事を実施する。 
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２２年３月３１日現在 

事務事業名 学校体育施設整備事業 
所属 

（支所） 

教育部教育総務課 

（倉渕支所地域振興課） 

実施期間 平成 19 年度～全期 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 学校体育施設 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

 心身共に健全でゆとりのある学校生活を送

るために、安全な環境を維持すること及びス

ポーツの振興に資することを目的とする。 

 学校施設は災害時に避難場所となることか

らも、安全性の確保が重要になる。 

 老朽化した屋内運動場（屋体）及び

プールの改築を行う。 

 また、プールの無い学校にプールの

新築を行う。 

 老朽化・耐震性を考慮し、

改築等を行う。 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

新町第一小屋体改築 

箕郷中屋体改築 

倉渕中屋体改築 

新町第一小屋体改築 
箕郷・倉渕中屋体改築 

新町第一小ﾌﾟｰﾙ改築 
箕郷・倉渕中ﾌﾟー ﾙ新築 

養護学校ﾌﾟｰﾙ改築 

中居小ﾌﾟー ﾙ改築 倉渕統合小ﾌﾟｰﾙ改築 

中川小ﾌﾟー ﾙ改築 

ﾌﾟｰﾙ改築 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １ 年 度 事 業 実 績 

合計 350,429 未定

国 53,638 ― 
県 ― ― 

地方債 263,500 ― 
その他 ― ― 
一般 33,291 ― 

  

・倉渕中学校屋内運動場改築 

屋内運動場・武道場建設工事（２０年度から継続） 

既存屋内運動場解体工事、外構工事、部室建設工事等 

・倉渕中学校プール新築 

ステンレス製２５ｍプール建設工事、更衣室等附属屋建設工事等 

・倉渕地域以外 

新町第一小学校・箕郷中学校屋内運動場改築、新町第一小学校プール改築、 

箕郷中学校プール新築、養護学校プール改築 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 内 容 

合計 10,727 ― 
国 ― ― 
県 ― ― 

地方債 ― ― 
その他 ― ― 
一般 10,727 ― 

  

・中居小学校プール改築（プール使用終了後着工～年度内完成予定） 

２１年度繰越事業：地域活性化・きめ細かな臨時交付金を利用 

繰越予算額 125,774 千円 

・倉渕統合小学校プール設計（年度内設計終了予定） 

・中川小学校プール設計（年度内設計終了予定） 

区分 

(千円) 

当初予

算額額 

決算額 

見込額 
２ ３ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ― 
国 ― ― 
県 ― ― 

地方債 ― ― 
その他 ― ― 
一般 ― ― 
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２２年３月３１日現在 

事務事業名 倉渕統合校整備事業 
所属 

（支所） 

教育部教育総務課 

（倉渕支所地域振興課） 

実施期間 平成 21 年度～平成 22 年度 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 学校施設（倉渕統合小学校、現倉渕中央小学校） 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

 学校統合を期に、より一層の教育環境の充

実を図るために、校舎を増築することにより既

存校舎にはない機能を追加する。 

 

 校舎増築にあたっては、既存校舎に

はない多目的教室を中心に施設整備

を進める。 

 ２２年度に施設整備工事

を実施し、２３年度に統合校

を開校する。 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

 

 

 

 

校舎増築設計 校舎増築工事   

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １ 年 度 事 業 実 績 

合計 7,296 未定

国   

県   

地方債   

その他   

一般 7,296 

  

・校舎増築設計 

増築校舎の概要 

  構造・規模：鉄骨造２階建、床面積約５００㎡ 

  主な所要室：多目的教室、コンピュータ教室、教育相談室、地域支援センター室 

・学校敷地測量 

・建設予定地の地質調査 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 内 容 

合計 170,499 

国 31,900  

県   

地方債 114,100  

その他   

一般 24,499  

  

・統合校整備事業 

校務員宿舎等解体工事（４月中、終了） 

既存校舎排水管等切廻し及び合併浄化槽設置工事（６月頃～夏休み中） 

校舎増築工事（９月頃～年度内） 

・関連事業 

埋蔵文化財発掘調査（４月頃～６月頃） 

既存校舎耐震補強・屋上防水工事（７月頃～１１月頃） 

区分 

(千円) 

当初予

算額(案) 

決算額 

見込額 
２ ３ 年 度 事 業 計 画 

合計  

国   

県   

地方債   

その他   

一般  
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２２年３月３１日現在 

事務事業名 橋りょう再整備事業 
所属 

（支所） 

建設部土木課 

(倉渕支所建設課) 

実施期間 平成１９年度～全期 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 昭和５５年以前に架設された橋りょう 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

昭和５５年以前の橋りょうについては明確な耐

震基準が適用されておらず、阪神大震災では

これらの橋梁が重大な被害を受けている。新

潟中越地震では、耐震補強された橋梁につい

ては甚大な被害が報告されておらず、橋梁の

耐震補強の重要性が示された。橋りょうの再

整備を行い、大規模地震等の災害に強いまち

を構築する。 

現行の耐震基準に適合するように既

存橋梁の耐震補強化を図るとともに、

老朽化した橋梁の更新を行う。 

 

 

 

 

架設年次が昭和５５年以前

で橋長 15ｍ以上の橋りょう

数 227 橋 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

烏川橋詳細設計 

 

 

 

烏川橋架替工事 

豊岡陸橋詳細設計 
浜尻陸橋補修工事 

烏川橋架替工事 
豊岡陸橋耐震補強工事

 

烏川橋架替工事 
豊岡陸橋耐震補強工事 

浜尻陸橋補修工事 

烏川橋架替工事 
豊岡陸橋耐震補強工事

浜尻陸橋補修工事 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １ 年 度 事 業 実 績 

合計 10,700 8,705

国 ― 5,000 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 10,700 3,705

  

 烏川橋  河川占用等許可申請 

        用地取得及び物件補償等 

        

 

 

 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 内 容 

合計 27,360 ―

国 11,000 ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 16,360 ― 

  

烏川橋  地元説明会 

仮設道路工事（右岸） 

仮設橋工事（右岸橋台） 

     

  

区分 

(千円) 

当初  

予算額 

決算 

見込額 
２ ３ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ―

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ― ―

  

 烏川橋 仮橋架設 
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２２年３月３１日現在 

事務事業名 簡易水道整備事業 
所属 

（支所） 

水道局経営企画課 

（倉渕支所建設課） 

実施期間 平成 18 年度～全期 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 簡易水道 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

簡易水道の安定供給を図る。 簡易水道施設の整備及び維持管理を

行う。 

【簡易水道事業等】 

倉渕支所管内８事業、箕郷

支所管内２事業、榛名支所

管内８事業 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

施設の整備、維持管

理、水質検査 
施設の整備、維持管

理、水質検査 
施設の整備、維持管

理、水質検査 
施設の整備、維持管

理、水質検査 
施設の整備、維持管

理、水質検査 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ １ 年 度 事 業 実 績 

合計 169,557 未定 

国 ― ― 

県 5,125 ― 

地方債 ― ― 

その他 95,132 ― 

一般 69,300 ― 

   

■施設整備６施設、維持管理・水質検査１８施設 

施設整備 

中部簡易水道 配水管布設替工事（（L=878ｍ) 

三ノ倉簡易水道 第 3 配水池設備工事(滅菌機・残塩計・水位計)  

相満簡易水道 導水管・配水管布設替工事（L=1,397ｍ) 

維持管理・水質検査  

簡易水道(中部・三ノ倉・川浦・相満) 

小水道(川浦・西ケ渕・小倉・水沼) 

 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
２ ２ 年 度 事 業 内 容 

合計 138,643 ― 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 82,682 ― 

一般 55,961 ― 

   

■施設整備６施設、維持管理・水質検査１８施設 

施設整備 

中部簡易水道 配水管布設替工事（L=585ｍ) 

三ノ倉簡易水道 導水管布設替工事（L=290ｍ) 

相満簡易水道 配水管布設替（L=1,062ｍ)・水源改修工事(集水舛) 

維持管理・水質検査  

簡易水道(中部・三ノ倉・川浦・相満) 

小水道(川浦・西ケ渕・小倉・水沼) 

 

区分 

(千円) 

当初   

予算額 

決算 

見込額 
２ ３ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ― 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ― ― 

  
 

 

■施設整備６施設、維持管理・水質検査１８施設 

施設整備 

相満簡易水道 導水管・配水管布設替工事 

維持管理・水質検査  

簡易水道(中部・三ノ倉・川浦・相満) 

小水道(川浦・西ケ渕・小倉・水沼) 
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第５次総合計画・前期実施計画事業推進状況報告書 
 平成２２年３月３１日現在 

事務事業名 小栗の里整備事業 
所属 

（支所） 

地域振興部地域づくり推進課 

（倉渕支所地域振興課） 

実施期間 平成 1８年度～平成２４年度 事業の種類 ハード事業 

【 事 業 概 要 】 

対象（誰を、何を） 市民、観光客 

実施目的（どういった状態に） 具体的手段（どういった手段で） その他（全体計画等） 

地域の活性化を図るため、市

民や観光客が、憩い楽しめる

倉渕地域の情報発信基地の

要素をもった拠点施設を整備

する。 

倉渕地域の自然や観光、小栗上

野介の歴史遺産などを活用した

施設整備を行なう。 

19 年度に基本構想策定、20 年度に基本計画策定、21 年度

基本計画詳細検討、22 年度に基本設計、運営計画、23 年

度に実施設計、24 年度に施設整備。 

平成18年度からの全体事業費 956,881千円、平成21年度

までの進捗率 1％ 

【 年 度 別 事 業 計 画 】 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

基本計画策定 

 

 

 

基本計画詳細検討 

建設懇話会運営 

基本設計 

地質調査 

運営計画 

建設懇話会運営 

実施設計 

建設懇話会運営 

施設整備 

建設懇話会運営 

【 年 度 別 推 進 状 況 】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額
２ １ 年 度 事 業 実 績 

合計 5,608 未定 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 5,608 ― 

   

■高崎市小栗の里整備事業「道の駅」事例調査業務委託  

  契約金額 ４７２，５００円   委託期間 平成２１年７月 ６日～８月２４日 

■高崎市小栗の里整備事業「道の駅」基本方針提案業務委託 

  契約金額 ４９３，５００円   委託期間 平成２１年７月１０日～８月２４日 

■高崎市小栗の里整備基本計画詳細検討業務委託 

  契約金額 ３，９００，０００円  委託期間 平成２１年１１月５日～３月１日 

  委託内容 倉渕支所周辺施設のコンバーション基本計画、施設の管理運営方法等 

■推進体制の整備 

小栗の里整備事業庁内推進連絡会議 ３回 （８月２６日・１１月２５日・３月２４日） 

高崎市小栗の里物販ワーキンググループ会議（１０団体） ２回 （１１月２０日・２月１７日） 

個別ヒアリング（５日間・１７団体・延べ３９名） （１１月２６日～１２月５日） 

小栗の里拠点施設建設懇話会 ４回 （１２月９日・２月１日・２月２２日・３月２４日） 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額
２ ２ 年 度 事 業 内 容 

合計 15,931 ― 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 15,931 ― 

   

■拠点施設の基本設計・地質調査 

■小栗の里拠点施設建設懇話会及び小栗の里整備事業庁内推進連絡会議等の運営 

 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額
２ ３ 年 度 事 業 計 画 

合計 ― ― 

国 ― ― 

県 ― ― 

地方債 ― ― 

その他 ― ― 

一般 ― ― 

   

■拠点施設の実施設計 

■小栗の里拠点施設建設懇話会及び小栗の里整備事業庁内推進連絡会議等の運営 
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